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     （ 背景写真は引用） オホーツクビーナス 

セイウチの牙から作成 

 



オホーツク文化 

オホーツク文化とは？ 
およそ日本の古代を中心とする時期 
（5 ～13 世紀）に、オホーツク海南岸
一帯、すなわち、サハリン南部から北海
道北部－東部そして千島列島に展開し
た海洋の民、海洋狩猟民族が作り上げ
た文化、生活様式である。 
 

  オホーツク文化の遺跡の分布 



オホーツク文化人 

海洋狩猟の民 

オホーツク文化人の埋葬 

土器を被った（被甕：かぶ
りかめ）屈葬（後に伸展葬
）で、頭が向けられた方位
が北西等が特異な点。 

オホーツク文化人の大型
竪穴住居跡。五角形、六角
形が特徴（縦およそ１５ｍ、
最大130㎡。平均の広さは

、同時期の北海道の竪穴
住居跡のおよそ３倍） 

オホーツクビーナス 

セイウチの牙から作成された女
身像、海洋狩猟民族 の特徴。 

 





 

オホーツク海の海氷・流氷の消長に密接に関係オホーツ
ク海を取り巻く、シベリア大陸側の勢力の盛衰・北海道の
道央以南の文化との関わり 

 

 

 





流氷勢力とオホーツク海沿岸の平均気温の変化 



8000年前からの気温の推移 

尾瀬、ハイマツ花粉から求めた気温変化 

2000年前 8000年前 

1850年基準 

3℃ 

0℃ 

尾瀬の気温の変化（ハイマツの花粉分析による） 





 



 





 

縄文時代の高温から寒冷な時代の到来・小氷期へ 



 

 





サハリン・・・北海道北部・知床半島ー北海道道央以南の土器の変遷 











★11世紀は中国の温暖化とともに人口
が急増した。12世紀中ごろから13世紀
で急減。 

★8世紀半ばを境からにそれ
以前は寒冷期（万葉]寒冷期））
9世紀を中心に温暖期（大仏]

温暖期）。 



過去およそ2000年間の気温変化 

中国、グリーンランド、屋久島[日本） 
  





過去およそ2000年間の気温変化 

 



 

紀元 (2000年前)後から1200年ころまでの 

大陸（アムール川流域）、サハリン、オホーツク海沿岸[オホーツク文化）および北
海道における文化、土器の変遷 

 





海氷（流氷）の季節変化 







オホーツク文化人の骨格とそのルーツ 

オホーツク文化人の復元図 

特徴１では：オホーツク文化人はサハリン、 

アムール川流域付近にルーツがありそう。 

特徴２オホーツク文化人の復元図 

オホーツク文化人(右）と同じ遺跡から出た続縄

文人の頭骸骨。オホーツク文化人は、顔面の
縦横とも大きく、全体に顔が大きい。顔面が平
坦、エスキモー等の極北の人々は鼻が高く異
なる。 







オホーツク文化のまとめ 

・「オホーツク文化」とは、日本の古代から中世にあたる5世紀
から13世紀の時期、オホーツク海に面するサハリンから北海

道北部～東部、千島列島南部に展開した、海洋の民、海の
狩猟を生業とした氷民文化 

• そのルーツはアムール川流域に住んでいた人たちに近いと
いわれ流氷・海氷野と密接に関わる文化 

• 前期(5～6世紀)サハリン南部から北海道北端。利尻、礼文、
枝幸以北、中期（7～8世紀）道東のオホーツク海沿岸、知床
半島、南千島に拡大、後期(9～10世紀)  地域ごとに独自性
が強調された期間、成熟期。 終末期(1～13世紀初め)トビ
ニタイト期。 

• ホーツク文化が始った400年頃、大陸地方で渤海が興隆し、
1200年頃を境に再び寒冷化に向かった時点で元の勢力の
拡大。いずれも区切り区切りに気候変化が関係している。 

 



 





気温変化が人為変化か？自然変動なのか？ 

その評価の分かれが、温暖化懐疑論との基本的な差異 





 


